
平成 19 年２月 26 日 

 

 

１号機タービン建屋内における重油漏れに関する調査結果について 

 

 

１号機は定格出力にて運転中のところ、平成 18 年６月 23 日、タービン

建屋地下１階の所内ボイラ ＊ 室内において、重油サービスタンク付近の床

に重油が溜まっているとの連絡を協力企業作業員より受けました。 

ただちに当社運転員が現場状況を確認し、当該タンクレベル計の上下の

弁を閉止したことにより、重油の漏えいは停止しました。 

なお、床に溜まっていた重油の量は約２リットルで、拭き取りによる清

掃を実施いたしました。 

 本事象による外部への放射能の影響はありません。 

（ 平成 18 年６月 26 日お知らせ済み ） 

 

調査の結果、以下のことがわかりました。 

・重油サービスタンクレベル計の上部のパッキンが劣化していたこと。 

・当該パッキンは、５月下旬の点検において製造が中止されていたため、

復旧時に漏えいがないことを確認して再使用していたこと。 

・重油補給しゃ断弁の開閉スイッチ部に埃の付着があったこと。 

・当該開閉スイッチの部品にひびが確認されたが、機能に問題はなく、

その他の部品にも異常は認められなかったこと。 

 

重油漏れの原因は、当該弁の開閉スイッチ部が埃の付着で固着し、当該

弁が閉まらずに重油の供給が継続したため、重油がレベル計の上部パッキ

ンに達し、再使用したパッキンの劣化部から漏えいしたものと推定いたし

ました。 

対策として、レベル計を新品に交換するとともに、ひびが確認された開

閉スイッチの部品を交換いたしました。 

今後、当該開閉スイッチの点検およびパッキン交換を定期的に行います。 

 

以 上 

 

 

 

＊ 所内ボイラ 

１号機では主に発電所建屋内の暖房用蒸気および気体廃棄物処理系に導かれた

排ガスの加熱に使用している。 

http://www.tepco.co.jp/nu/f1-np/press_f1/2006/pdfdata/bi6608-j.pdf
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